
飛鳥 ・藤原宮跡の発加調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，1976年度の主要な制査として藤原京内で，朱rr大路，右京七

条-JJjの調査を行ない，藤原京条坊佐原lζnmな資料を得た。また，飛鳥地域では大宮大寺の

回廊東南l開 ・ 寺域束 l授の調査と ， 山田守の ~þ門 ・ 塔地域の調査を実胞した。主な調査地域とそ

の期間，百五liなどについては第 l表の迎りである。

藤原京朱雀大路の調査 Cf:!117- 2・3次〉 との調子Eは， 杭原iliが日高山の北地区Iζ計・国iした市

営住宅建設にwう事前調査である。調査J也は藤原宮第 I次調査で検出した月草原宮南町中門の南

100~150m 'ζ 位置 し ， 朱雀大路推定j也にあたる。調査区は日高山の北把を南j也区 ， そこ から北

へ50m離れた地区を北地区，北地区の束を東地区とした。今回の調査地の西に技ーする地域は第

17 ・ 19(j，く調査 として発制している C ~1 1 18!) 。

検出した主な逃椛[ま朱雀大路とその阿 (WlilV~およひrJl~西椛 2 である。なお， 東地区では朱作大

路の側椛lと沿って築地などの検出がj切符されたが藤原宮WJの逃j'lYtはみ られなかった。

)jミ作大路西側I，VtS D1952は南地区で検出した。幅 4m以上， 深さO.4mを測る。東岸は南端

から 6mにわたって玉石を 3段以上に砧ーみ謹j芋を施している。朱'rli大路東(JlIJitltS D 1951は北地

区で検出した。師 4m以上，深さ0.45mを測る業掘りの椛である。両fWJ酷からは藤原宮WJの辿

物が少白山土した。朱省大路 SF 1950は両側ilVf.SD1951・19521ζ挟まれた空間地lζ相当し路而

仰は18mを測る。fJ!lI緋はいずれも両岸を検山していないが，東西の側llYtとも同規右足で桃師 6m

とすると両O!IJiiVt閣の心々距離は約24m'ζ佐元できる。ζれらの数値は第18(jく調査で倹LI:¥した米

後大路計回線と仮称している大路や木薬師寺凶南l¥'llで検山した八条大路とT!9三坊大路のfJ!lJi，vt心

制作地区 追跡 .，u，'，ji!f.次数 ，U，~ l'iJT1IlJJ Iliiti'i 考

6A J H 藤原宮第17一一 2・3次 76. 4. 5- 5.18 9.0a ~ミ1伝大路

10.12- 11 6 

6A J H 藤IJ;"(宮第19次 76. 1 1. 9 -77. 2. 1 1 26.0a 右京七条ーが1

6A J C 藤原宮第19一一 l次 76. 5.25 0.2a 

6AJ H 藤原宮第19一一2次 76.10.22-77.11. 6 2.0a 

6 AJ E d草原宮tH19一一3次 76. 8.26 O.la 

6 A J F 版原宮第19一一4次 77. 1.10- 1.11 0.2a 

6A J G 藤原宮第19一一5次 77. 1.13 0.2a 

6BTK 大官大-Jj; 76.4.22-77. 121 17.0a 東!日|廊 ・li'域!:Ii1!Rのlift(認

5BYD i1llI1')y 76. '1.27- 12.18 27.0a 格 ・11'1"1・|亘1[鼠のIi{iil忍

6A MU t陣地北i立幼: 76. 5.13- 6.23 11.0a 

5 B OQ  奥山久米年凶}J 76. 8.23- 9.16 0.7a 

5A 0 H 小:!k11I1z;m定地 76. 9.17- 10. 4 O.4a 

5A 1 B 稲iJ:a川西i立跡 76. 12. 7 -77. 3. 15 7.2a 

5BAS 飛鳥 .'y 77. 3 - ;ltl函大厄 ・北門

~ll 茨 1976年度発抑制査状況
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" 心距離約16mよりも広く ，膝原京の中央大路としての性絡

の一端を窺う ζ とができる。

51と1笠大路 SF1950上では東西緋2条を検出した。南地

区で検出した東西椛SD1945は析し4m， 深さ 0.6mを測

り，東端は西G!1]i，YtS D 19521ζ合流する。合流点から束へ 6

mの位置にI暗渠の一部と考えられる玉石組みの施設が技っ

ている。 51主雀大路の両官[IJ.mを結んで排水するためのもので

あろう。との椛の-uaf.は'七条条問小路北側iiYtの推定位世よ

りも北にずれるため，小路側総とするには問題が成る。北

地区で検出した東西僻SD1955は幅1.5m， 深さ0.45mを

dllJる。との椛は SD1951の西岸から西へ 7mの位置に建築部材を転用加工した木堰を設けてい

る。木.lNの束では木杭に小，技をからませた「しがらみ」による説岸施設がみられる。 SD1955 

はSD1951の掘削時よりも古く掘られている。

今回検出した朱雀大路の中制l線は藤原宮中納線の延長線とほぼ合致している。また，篠原宮

北面中門地区 OfH8次絢査〉で検出した朱雀大路計回線と仮称した SF1920の延長部は ζ の調査

区内では検出していない。さらに，朱徒大路の西側椛SD1952は日高・111の北祖4にあたる位置で

終っている。側溝は日高山の山JJUまで延びていたのが後世!ζ削平されてしまったものか，ある

いは朱雀大路のfWJ構を掘削した当初からとの位置で止まっていたのかは明らかでない。朱後大

路lζ限らず，藤原京の大路や小路が丘陵にあたる場合，その処理の仕方が問題として延長る。

N 

る。篠原京の坊の坪割については，最近の発掘 A 170 

調査の成果から，東西，南北ともに坊の中央lζ

I条の小路を設けて4つの仰に分けている乙 と

が明らかになっている。かりに平城京の坪割と

同じ方法で呼ぶとすれば，今回の調査地は右京

七条一坊三坪と四坪にあたるcm・3図〉。

検出した迫:frYtは，その霊佐凶係や出土した造

物からみて，藤原宮造営前のもの CA;lO])，藤原

宮j切のもの CB)Qj)， 中世以降のものがある。

A ・B期の逃椛は掘立柱建物13，道路 1，孤立

柱塀 6，井戸 1，総3，土拡20であるCBIH表〉。

つ
|
|
|
」
「
I

l

-

-

一

藤原京右京七条一坊の調査 C~119次〉 乙の調査

は桓原市が上飛弾町に計画した宅地造成I[.wう

事前調査である。調査地は日i富山の西lζ接する

水回で， 藤原京右京七条ー訪の推定地にあた
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飛鳥 ・藤原宮跡の発郷調査

11寺JPl iH 1'1'1; i見 校 l時期 i立 m 規 筏

AJl切
S B 1971 南北械 5H¥Jx21i¥J 9.0x6.0 S B 1970 !:-In回転I! 31i:JX2/1U 5.4x3.3 
S s 1996 *西I取 IIl¥JXIlt¥] 3 .OX2.0 S B 1994 [有北側i? Ii:JX2IiIJ ? X3.0 

S B 2000 耳n国似 6/1:Jx3/1:J 14.4x5.7 
S B 1995 東西隙 I1日JX11i¥J 2.9x2.7 S A 2029 ~閏JJjf 28/1:J 62.5 

S B 2008 ? ? ? BtlUl S A 1975 *四塀 4/1:J 9 6 

S B 2009 東西Ml ? X2/1lJ ? X4.8 S A 2005 !.I!i!.li.!l.if. 21日l 5 9 

A21~j S B 2010 南 :1ヒお~i 4 H¥J X 2IHJ 6.8 X 4 .0 S A 2020 東西塀 14/1:J 38.0 
S B 2026 東西側i 5/1日X2r:n 11.6 X 5 . 0 S A 1997 rYi :ltJ)JF 2/::J 4 4 
S A 2036 東西.lJH 4/1:J 8.0 S E 1973 }i: 戸

S 02033 *凶ilY~ S B 2035 南北島I! 31日Jx21:¥J 7.2x3.8 
S B 2040 東西{~( 31::Jx31i¥J 6.9x6.0 

S F 2031 七条条IMJ小路

Bd切 S 02030 七条会主!日l小路向。IIJilVi
S 02032 七条条I:¥J小路.itflliJilVi B2JUl S B 2025 m酉tJli 31liJx3IHJ 5.IX4.5 

第 2表第19次発掘巡緋11寺J例区分

A 

10 

1
l
帥

第 31週第19次発御池桃図
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A期の遺構lζは建物 6.iNt 1， 塀 1があり ，ほかlζ 自然流路SD1861・1870がある。建物に

ついては，藤原宮第16次調査ですでに明らかにされているように cr飛鳥 ・藤原宮発御調査紙報』

6参照). 霊復関係や建物の方位の述いを手がかり!とA1DJをAI'A2J別に~1II分で、きる。 A I期は 7

世紀後半をそれほど遡らない時期.A21明はi捺!京京条坊施行直前の11羽田をあてると とができる。

AI1町の逃構は建物 S81971・1996がある。 いずれも国土方l股北に対し北で東へ振れる方{立

を示す。 S81971の南北の妥柱穴および線通りの北から 3 番目の枝穴は玉石を 5~6 伺用いて

根固めを施している。

A21到の追構!ζは建物 S81995・2008・2009・2010・2026と堺SA2036. 東西溝SD2033が

ある。いずれも国土方眼北に対し，北で西へ仮れる方位を示す。建物は SD2033の南lζ訴中し

ている。S82026は桁行1l . 6 m • 梁行 5 mを測り ， 乙のH寺J田では最大規棋の建物である。乙の

挫物は柱を~てる際， 柱銅j巴の底を一段掘り凹め ， その郎分Iζ石を据えて綬固めとし ， 石の上

iと柱を建てている。 ii可SD2033は幅0 .45~0 . 6m. 深さ 0.2~0 .4 mを測る葉掘りの総である。

81町の逃構には東西道路とそれよ り南では建物3.:jljf. 5.井戸 1，土拡19があり，北では建

物2. 土拡 1がある。 道路SF2031は北側椛SD2032と南似IJi梓SD2031を伴い，路面幅約 6

m.側溝心々距縦約 7mを測る。 :1七側iJYtSD2032は幅1.2m.深さ0.2mの索掘りの椛で，調査

区中央付近から東は削平されている。雨0¥1陥rYtS D2030は幅0 . 75-1. 45 m • 深さ 0. 25 m前後の紫

掘りのfl/j:で.l.it~立土からは ， 木町 . ~q・平瓦 ， 土{用i器がtB土した。道路 S F2031の位前は他の条

坊造椛から推して，七条条問小路と;(5'えられる。なお.S F2031は西で南lζ約20振れている。

条間小路 SF2031より南の三坪の迫締は宣伝2関係から81・821自に納分できる。

811切では SF2031の南側溝 SD2030の心から南へ 3mの位置に東西の掘立柱塀 SA2029を

設け，小路との聞を画している。さらに SA2029から南約 9mの位置!と東西方向の塀 SA2020 

がある。 81期の主要造椛は SA2020の南で検出した。~物 S 82000は今回の調査範囲内では

最大規校の建物であ り，北s[IJ住列の束と西lζは東西方向の塀SA1975とSA2005がとりつく。

ζ の建物を来聞に二分する ~I:I 羽h線は ， ほかの条lJj辿柿から推定される三坪の中1MI絞とほぼ一致

している。 S82000の束では小規校な辿物 S81970や井戸SE1973を検出した。

821自になると S82000. S 81970. S A2020は取りはらわれ.S 82025， S X1972が巡ら

れる。B朋ではほかに S82000の北方を中心lζ分布する多数の土拡がある。土拡の巾lζ焼土，

灰を多誌に合むものが多く .S 1<2015からは持仏の箔が出土した。

条悶小路 SF2031以北の四坪の泊椛としては建物S82035・2例Oと瓦溜り S1<2038がある。

S 82040は北lζ広胞をもっ辿物である。四卸は三坪と比較して辿桃は少なく ，三坪でみられた

S A2029のように坪の南を画する胞設はない。四坪の東部についてはすでに第17次調査で発掘

し，一坊坊間小路との問を画すると考えられる南北方向の成 SA1855を検出している。

山土込1物lζは!!Ji.仏%[i.RH良の~~る木間 2 と少誌の土~~ ・ 瓦がある。 埼仏箔は雄型lζ粘土を押

しがL成したもので，左下半郎を践し，現存師 9cm.高さ6.5cmを測り ， 大小の蓮華座と2休の

n
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飛鳥 ・藤原宮跡の発協調n

立像の下半身が成る。複JJf{する と， 中央l乙虫n)j王立像を配し，左右lζj協侍菩蹴立像を紅く]彰式と

なる。 乙の箔から製作 したf}J.仏は現在のと乙ろ知られていない。

今回JWJ.東京のJJj内を大規般に訓i査した乙 とにより，Jjf.i原京における坪の実態をつかむ予がか

りを得た。三坪の場合，五fの北半msを調査したのみであるが，事l'の中をさらに細分する施設は

検出していない。 B1J切では ，坪の北郎で.Tlを東西に二分するr.j:1~Qfl k;最上 lζ大規校な建物を建て ，

周辺lζ小規模な起物や井戸を配ii'1する宅地利用法の一端を明らかにした。五v全休を一つの宅地

として使用していたものであれば，さらに SB2000の南に主毘風の正t物の存在が考えられる。

七条糸間小路についてはこれを束lζ延長すると日高山にあたる。朱?セ大路と日高山とのl刻係と

同様に，道路が丘陵にあたる場合，その処理の仕方が問題である。第17次調査では，今回検山

の七条条間小路の束延長上よりやや北!ζ寄っ て束西ilYtS D1845を検山している。丘陵にあたる

郎分ではs 小路を北l乙迂回させていた可能性も考えられる。

藤原宮出土木簡 木簡は藤原宮東辺外主よーSD170から37点と，藤原宮市辺内泌 SD502から56点

山土した。

東辺外弘iSD170は，第四一li:火調査としてl除原宮東北|利から砕jへ約650mの地点、を発掘し，

師5.3m， 深さ0.7mの外泌を長さ 1mにわたって検出した。 発{抗日li般が小さいにもかかわら

ず 37点の木聞が出土したのは SD170が含んで‘いる木聞の多さを改めて確認する ζ ととなっ

た。木簡は削 りj白が多く釈託できるものは少ない。木閣のI:IJで顕著なものとしてはUくがある。

「口 口口口
(表〕 口口春市己西部丸郎亡二二コ人 (涙〉 口口

春仁コ口仁コ 口人人阿口口」

短IlItJ巴の木間全面 lζ 習 =il~ と して叶かれたものである。その習志 cl:l 'ζ春部 ・ 己西部 ・ jLi均I) ~~この

氏の名を記 したものがある。また ， 削 り府の I~J iζ も習古で己西部と記したものもあり ，木{ぬは

ζ の習1~F木簡 と ， それと同類の木的の削り!丙とを-1'舌して外泌{ζ投ili した ζ とを想像させる 。

なお，S D170はとれまでに奈良以教育委員会がその北端f'，s分を調資 し， 当研究所では昭和50

年度lζ今回調査地の北約90mの地点を発抑しており ，いずれも木簡の出土をみている。

南辺内総SD502は第19- 2次制行として藤原宮市町中11日の西約280mの地点を発部した。 i'J.'J

査地の東南隣接地は藤原宮市町四!日jの HI~定j山である。 S D502はすでに第 1次調査で検出した

ものの西延長部にあたり ， 今回は陥2.1~2 . 6 m ， i深さ 1mを測る2信仰りのiNtを長さ 14miとわ

たって検出した。出土した木市jは56点で， そのうち釈読できるものは 9点である。 とくに内

川実力t， づ &-tli五口線
容上注目されるものとしては次の 2点がある。 1r口口口口Elft:JII.舟木右ナよ直在 」

2 (表)r但鮭者述欲等云口口 J (袋)r以上博士御前白 宮守官J 1は女性の名前と年

齢等を書きあげた交名凪の木的で ， かl! ， 女丁， ないし縫女 ~~~;藤原宮内で官街の締役会字lζ従事し

た:女性に l却するものと忠われる。 2 は宮そr官が同士lζ対して報告している文i~~・で ， 宮守官 とい

う官名は令文その他の文献史料にはみられず注目される。 I"y.士については大こu:イ1i!jljでは大学博

士，除臨時士，1雲間士等があるが，どの I"y.土にあたるものかは昂かにしない。なお，trn次調

- 51ー



奈良国立文化財研究所年報

査でも SD502から木簡が出土している。

大官大寺第3次調査 南市東回廊 ・束而回j邸，寺域東限，rlJツ道の検出およびそれら相互の関

え~の追求を目的として調査を実胞した。主な検出造椛lζ は ， 回廊 ， 1府立柱建物， 者1[. ， i昨，土拡

などがある GiH図〉。

回廊は南町*回廊SC053を7fl¥J分，京国回廊 SC051を4問分検山した。回廊東南附は中門

取り付き部から15問自にあたる。磁石はすべて原位;(((ζ据えられたまま残ってお り， 桁行3.9

m (13尺).梁行4.2m (14尺〉である。JlhbI"Jは検出されなかった。基ffjの築成lζあたっては招込

J也業は行なわず，経地面上lζ直接砧土している。iJ・担外装や雨務総はみられずかえって基壇而

が堅く焼けてしまり ，その上而lζ垂木や昆摂の裏板とみられる焼損材がi立存していた。中門と

同様に未完のうちに火災にあった状況が窺えた。磁石は花l剖岩製で，基出土を配iむ前lζ据え付

けている。回廊東南|閣を検出した乙とによ り，回廊の全規肢の復原が可能にな った。 中PIJ心か

ら回廊東南li/fl柱位置までは7l.8mとなり，回廊の東西総長は両端|判柱位置問で143.6mに復原で

きる。中門の来安柱位置から回廊*南隅柱位置まで・は60mあり，200尺で設計されたと考えられ

る。南面東回廊の方位は!~l東西にほぼ一致し ， 既知の伽J~:l 中和h線とは正確には直交しない。

回廊の規肢を明らかにし得たので，ミ与・;域東限施設を発見すべく ，発掘区を東lζ長く延長した

が，築地など寺域の来を限る施設は全く認められなかった。 しかし，S X240を墳にしてその

東西では泊村tの分析i，瓦のはi土状況に顕著な辿いがあり注目された。 SX240は南北部SD250 

Bと南北椛 SD244とにはさまれた幅20mほどの地山の高まりである。 SD250Bは幅 5mほ

どの業掘りの泌で，大宮大寺造営以前lζつくられ，大官大手]'式の11汗平瓦6661型式やフ イゴの羽

口，鉄j宰を含む土で埋められている。 SD244は中世のぷ掘りの純である。 SX240の位置は大

官大寺伽取中前h線から束へ約130mで， i中ツ道」 の1ft定位置にあたる。SX240は中ツ道の可

能性があるが，S D244はr.F1tJl・の拙であり ，発掘組問も狭く ， その性格については即断を避け

たい。SX240上には土j広SK245が設けられている。 SK245からは手斧の削り屑，土器，瓦

とともに木前ï7点が出土した。木簡では「話用 1~11騨旦鉄十辿」と脅かれた係磨国からの貢進物

付札が注目される。 illlljと盟名の一字表記より ，大宝から杭i銅初年にかけての年代が考えら

j!fH 図 大宮大寺第3次発銅逃椛図
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れる。 SX240以西lζは，大官大寺造営j引の南北消 SD260・255がある。 構内からは手斧の削

り屑，瓦， 土探が出土している。その他，造岱 CIJIC1:1'1た廃材や焼亡後のがLゴニ ・炭化物 ・瓦など

を捨てた土拡SK253などがある。 SX240以来では銅立校挫物 3，銅J!.伎の腕 1，土拡，総な

どを検出した。いずれも 7世紀中頃の辿桃で SX240以来からはほとんど瓦が出土しなかっ

fこ。

以上のように， 大官大寺の関辿造椛や瓦の11¥土は SX240以ïfl:i lc tI~ I. I.Iす る ζ とが Iy] らかにな

った。寺域の来限を示す施設は確認できなかったが， S X240付近が寺境来限として怒識され

ていた 乙とをH誇示する 。 II~J ツ道」を利用して設定された藤原京東京極路との関連を含めて，

今後の調査の進展{ζ期待すると ζ ろが大きい。

山田寺第1次調査 桜井市山間lζ所在する山田守は，古くより四天王寺式伽捺配置をもっ寺院

として知られている。椛 ・金堂 ・柿堂跡の土Jf(や磁石がよく残っており ，1113和27年lζは特別火

跡に指定された。 IIB和50年 3月から史跡指定地の固有化が進み，昭和51年度を初年度として史

跡整備のため伽藍中心部を調査する ζととなった。今回はそのtl'O 次調査として絡を中心lζ[IJ

門，回廊推定地を含む約2700討を調査し，J答 ・ rl l p~ ， 中川より f仰と至る参道， および四回廊の

一部を明らかにする ζ とができた。

塔 S8005のt;l;担は一辺約12.6m (42尺〉で，四辺のq二1央lζ各々師 3mの階段があり ，四j羽を

犬走りがめぐる。基副lζは心M告と西北附の四天柱の磁石が原位iιをとどめていた。旧地表而か

ら四天柱礎石上而までの高さは約1.8mである。 礎石およひ'礎石llilえ付け跡から彼)J去する と，

格:の平田規棋は方3問，ね:問は1'1'j.と聞が 8尺，)lh~聞は 7 尺もしくは 8 尺と枇定される。したが

って， 一辺22尺もしくは24尺の椛という ζ とになる。基出土見般などからみて 『訪守縁担割~J の

res図 山田寺第 l次発御池椛図
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記述のように五重搭であろ う 。な お ， 塔 CI]~qIIH~は方i浪北lζ対して北で西lζ約 1 030 '振れている。

心礎は基塩上市から地下 1mにある。南北径1.72m.東西笹原径1.8mの不挫形な花刷岩で，

上面中央lζ二段lζ金利孔を穿つ。 上段のjl，~を受ける都分は直径30cßI. 採さ 3 CsI，下段の直径は

23CsI，深さ15csIであ り，底は椀状を呈する。内面lζはベンガラとおぼしき赤色顔料が付着して

いたが， 議や舎利容.r.~はすでに持ち去られていた。 なお ， 心礎下回にも直径約 1 mの円柱座を

確認したが，ζ の柱座は ノミの彼-跡を留め荒仕上げの段階で放置されている。原位置に残る西

:1七隅の四天柱磁石は長径1.62m， 短径1.2m，厚さ0.58mの安山岩製で上而lζ径 1mの円柱座

を作り出 している。なお，発掘以前から心礎位置!と露出 していた花尚岩製の磁石は，従来心磁

かと疑われていたが，心礎の検出により二次的lζ動かされたものである乙とが判明した。 ζの

礎石の上回にも径 1mの[工]柱座があり ，四天柱礎石を後世lζ転がしたものと考えられる。

格:1);担の築成にあた っては，まず，越jtl規松よりやや大きく南北15m，東西16mの範囲を深

さ1mまで掘り下げ， i掘込地業」を行な っている。底而に礁を置き， 底から約1.6mの高さ

まで版築をしたH争点で，心礎据え付け穴を担り ，心泌を据え付ける。心磁を据えた後で基盤上

部の築成を行なうが，乙のi時にはすでに心柱が建っていたらしく ，心住周聞の綬巻粘土と法凶

築成土が互JF!.iにな っている乙とが観察された。品位は羽白石，止j石が企て抜き取られて，花!刈

岩の地担石の一郎が残るのみであったが，1);也周辺からは加工痕のある凝灰岩切石が多数出土

した。 ζ のζ とからiiU0は地磁石は花!剖岩，羽白石 ・高石lζ凝灰岩-I;J]石を用いたjfl上I立み結盟

と推定される。階段はいずれも幅 3m，は¥1.5mを測る。石階l:'ifi分は全て破壊されてその椛造

は 19~ らかでない。階段の基部はl蓄の基出土を削り出 して作 り ， 郎分的lζ は J答の基鉦[土を削 り取

り，新たに黄払i色粘土を炎き固めて構築しているc

基出周辺の犬走りは基担から 1. 5 m出I~れた位置に縁石として砂岩系のH官緑色の石を放べ， 縁

石とi!.);.!tlとの問には同質で，やや小さ目の石を敷きつめる。当初の犬走りは方形にする ことを

な識 し，階段位置ではi也監の線に揃えているが，後に階段部分に幅 5m，奥行 1mほどの取り

出し部を設ける。 ζ の改装i時JDJは， 後述するように境内を瓦敢に した奈良時代中頃と，思われ

る。培:周辺では瓦放を検出 した。地周辺を rl'心とし ， 発品iiì区東北f~Jj Iこも広がっているが，一郎

!と欠けた郎分がある。瓦!r)JOC佼mdれた瓦は平瓦が最も多く ，(也!ζ丸瓦 .!l(¥尾 ・tltr瓦 ・霊木先

瓦 ・民斗瓦 ・須忠告誌の大型などがある。また，fA:の東約14mの瓦般の中には，直接30CIII，高さ

24csIの円筒土佐を半分埋め込んだ胞設が発見された。瓦!放にした時期は，瓦数[ζ担って出土し

た土器からみて桃;(:iIJm当初ではなく ，奈良時代中頃と考えられる。

瓦敷の上lζはパラス敷がある。 ζ の中からは10世紀の土掠片が出土しており，平安H守代にな

ってパラス放にしたものと推定される。売却TI区の京辺のパラス放上からは京回廊のものと思わ

れる霊木や茅負などの辿築部材が出土してお り，京回廊は10世紀頃lζ倒峻 したものと考えられ

る。乙のパラス放の上胞には焼ニ|二回がある。燐土問は塔周辺で厚くな ってお り，中からは焼け

た瓦 ・ 埼仏と共lζ 12~13世紀の瓦器が出土した。塔は12~13世紀頃焼失したもの とみられる。
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参道 SX004は搭の南正面と中門との聞を結ぶもので， 長さ約 6mにわたって検出した。杭

1.5mで， 縁石と して花耐岩を並べ内部lζ瓦を敷いている。当初]は縁石のみの参道で，後に瓦

敷としたものであろう。

中門SB003は基槌土の一部と中門を建てる|時の足場穴 SX013を桁行4問，ijí~行 I 間分検出

した。柱聞は14尺前後である。後述する西回廊との関係を考慮して， ζ の足場穴からLj:J門を復

原すると，柱聞は14尺前後で，桁行 ・梁行とも 3聞の重同門と考・えられる。rl'l'小心から土谷心ま

での距:~Ig は約29 mである。中門と広との闘では現状で約 1mの高低差があり ， もとは ζ の聞に

階段状の胞設があったと推定されるが，すでに ζ の部分は削平されてその痕跡をとどめない。

西回廊 SC070は磁石抜取穴4個を検出した。 乙れによって四回廊は桁行住r:日3.6m (12尺)

梁行4.2m CH尺〉の単郎と復原できる。域:を南北に二分する1"1:1il~h線は W:原四四郎の南端から 9

問自の心と一致する。先のl下l門の復原と合わせると ，中門以西の南而回廊部分は10聞になる。

搭心から四回廊心までは40.4mで，乙れを束lζ折 りかえすと80.8mで，東回廊の推定位置は現

在の旦道の束にあたる。

ζのほかのおもな迫梢としては土拡 2，井戸 5がある。土拡 SK006は南北 9m， :rli四16m，

深さ 1.1mをillllる不犯形の土JJ.2;で，7世紀後半の土掠とともに多iilの瓦， 部/iの羽仁1，鉄釘が出

土 した。土拡SK201はr.11世の瓦潤り で瓦とともに瓦探が山土した。 井戸5基はいずれも中世

のものである。 SE230・231・233・234は石組み井戸である。 SE 232 'ζ は JI 戸枠~;は政 って

いない。ナ|戸のうち SE230・231から13世紀前半の瓦器が山土 した。

造物には瓦r~J.知 ， たIJ.仏 ， 金日製品 ， 木製品， こu誌がある。なかでも瓦は大i立に出土した。数

千点出土したiJ!F瓦のうち，奈良H守代のものは10l:Uζi市たず，他はすべて単弁 8弁)llii!J'!1火事F:;lL瓦

と霊弧文のilif・平瓦の組み合わせからなるいわゆる idJ凹寺式」であるが，従来，111国寺山土と

伝えられている花弁中の子mのまわりに火焔文をめぐらす粁丸瓦は山土しなかった。

地仏は1~O;ï ， 凹尊えg座， 十ごー功:辿座のものがある 。 ~~1 :e.1:1W仏は一辺約 3 CIII の方J~で最も小型

である。四時述座主専仏は虫n?lとl座像を柿 2列 2段iζ配し，十二尊辿座j手j仏は 4列 3段lζ配してい

る(口絵10)01専仏の中には金箔の痕跡、の成るものがある。 ζ の{也lζ大型の独尊座(象局仏の!肉|郎

片が出土した。

金属製品のうち注目すべきも

のに金銅製の風招がある。 j主l

招は下品H乙双円;Yll.状のくり込み

をもっく釘6区1Li::)。 乙のような

形態は長谷寺の鋼板法務説~，f1図

の多安格:の初回の中|先にみら れ

る風招と同じものである。昭和

31年度lζ調査 した飛鳥苛瓦窯跡、
ffi 61盟 山口]寺出土のJi¥招と飛鳥苛ー瓦窯:l¥土の瓦箆tI/i

Fh
d
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出土の平瓦lζ も，とれとよく似た風招が線容されている(第6図右〕。奈良11寺代に先行する型式

のものと考えられる。

今回の調査によって，地の規模 ・中門および回廊の位置をほぼ明らかにするととができた。

最後に，塔 .r.IJ門 ・回廊の造営 ・廃絶年代についてふれておく。iJ.11Il寺の建立は 『上宮聖徳法

王帝説j哀=r::によると， 好明天皇13年 (641)より始まっている。 搭周辺が位容を整えたu寺JDl

を知る手がかりとして， {I)II藍造営時の廃棄物を一日ーして捨てたと考えられる土拡 SK006の11¥

土土採がある。 SK006出土土認は 7世紀の第lV四半期に位置づけられるものであり，ζ の年

代は 『上宮聖徳法王帝説』 裏書にある塔建立年代とも矛盾しない。 ;熔の焼失時期は12~13世紀

頃と考えられるが，10世紀頃には束回廊の一部はすでlζ倒壊していたらしく ，さらに，13世紀

前半には回!邸内の各所に井戸が掘られるほど荒廃していたらしい。

飛鳥寺北方の調査 住宅建設に伴う事前調査として実施したものである。調査地は飛鳥寺安居

院の北方約220m，字石村1の東方約150mの水田である。検出した迫椛には銅立柱の塀とiNt及び

建物の一部とみられる柱穴などがある。東西方向の一本柱の塀SA500は柱間2.7m等間で 6間

分検出した。真北iζ対して束で1。弱北lζ振れる。釘.の北{ζ沿って幅約2.4m，深さ約1.0mの東

西構SD501があり ，都は発掘区の西端で止る。塀とnYtの心々距離は2.4mをiJllJる。構内や付近

には石塊が散乱しており ，椛は玉石で設岸していた可能性が強い。埋土からは炭化物に混って

多誌の瓦 ・ 土.r.~が出土した。 ~lr丸瓦では飛鳥奇創建瓦と推定される単弁10弁連輩文軒丸瓦のう

ち中房j諸縁の圏線が突出するものが，出土軒丸瓦の705'ぢ近くを占めている。また，土器の大部

分は奈良時代後半lζ属する。その他の迫椛としては， 塀SA500の南 9mlC:ある幅約 2mの東

西摺 SD503およひf南17m付・近Iζ点在する柱穴群があるが，発掘区が狭く詳細は不明である。

以上のように，東西方向lζ走る一本柱の塀 SA

500とそれに伴う構SD501は，位置と出土造物か

らみて飛鳥寺の北を画する施設の可能性が強い。

飛鳥寺南門と塀 SA500との心々 距1lJ1f.は約293mを

測り ， ミ~， j或は ζ れまで想定されてきた北限よりも

約 1町北へ拡がる可能性がある。なお，構が塀に

沿ってそのまま西lζ延びず途中で止まり ，五E国状

の高まりが北lζ突出する位置は，従来推定されて

きた寺域の中軸線の北延長線上にあたり ，この高

まり SX502が塀lζ取り付く門など建物の基壇跡

の可能性も残されている。

稲淵川西遺跡の調査 ζ の調査は飛鳥国営公国祝

戸地区の駐車場建設に伴う事前調査として実施し

たものである。調査地は坂田寺跡の西方約200m，
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稲淵川を隔てた水田中lとあり ，北を通

称「フグリ ，.L，Jの山塊花岡されたT釘北

lと細長い平:l.:!Ii也である。

検出した主要な造椛は抑立柱II物4

と石敷広場 lである。 S8001は桁行

51~日以上， 梁行 4 聞の四而閥付と推定

される策回転Ii抑立柱建物である。柱Jfiii

形は幅 1m. 長さ3.2miiij後の長方形

平田で.~IIJ柱と入側柱を一組にして一

つの掘形内lζ 2本の柱をjf.てる特訓な

ものである。 S8001の北および京{Jlリ

柱外方lζ接してj享さ 1CsJ.長さ 1mほ

どの板材を縞長lζ立て並べた施設を検

出したが，その性絡は判然としない。

S 8002は桁行 8間以上， 梁行.4 H日で

南側にJ街を持つ東四年Ii抑j{住地物であ

る。柱揃形は 2種類あり .Ï'十~(WJ位列は

通有の形態であるが， 入。IIJ住 ~IJは桃状 !nS図 稲Ull川西池跡発1m1逃椛図

lζ 穿った-.ìiliの抑形(布桁i り侃J~) ，ζ9本以上の+1をJ'{てる形態を取る。 :1七(JlIJ柱列も同級lζ祈jJ1111

り侃形であろう。 S8003は桁行 2間以上， 染行 4 問で、西!と jll:i を持つけJ北ちli J1ill j'・'r.ft~物で ， 入

側住列および東側柱列を布jll1!り引~liJ彰としている 。 S 8004は桁行15問， 梁行 41日]で，総長26.4

mlζ及ぶ細長い南北線侃J'f.位五II物である。 S8003と柱問寸法，柱腕形状況. miのHき方など

:'tく問機である。

S HOlOは発抑区の中火で検出した南北14m. *凶18m以上の石政広場である。 :1じは 1~1 さ 15

cm前後の石タ;IJで限り .S 8002 の，ý~側柱列に践する。 市は S 8001の:1七に接する先述の板材でl出i

し， 東は S8004西側住安IJ付近まで及び . 1&は先例区外lζ拡がる 。 有数は40cm ïìíj 後の(r. I~，i岩質

の玉石を全而に敷きつめているが，一部は石が抜取られている。敷布上や白地lζはかなりのld:

の炭化物が認められた。

石政広場と 4械の建物は同じ終地土上にあり，同一時JUJの造営による一連の逃椛である。 ζ

れらの迫併の方位は国土ブlil以方(，'r.(ζ対して北で25.so束lζ振れる。 稲川川と 「フグリ illJとに

はさ ま れた追跡地の現地形は辿椛方位とほぼ一致する方向lζ納長い平坦地であり ， 追柿ブlif~目立

地形lζflilJ約されたのであろう。

出土造物の大部分は土f:iJj出 ・須志保などの土器灯iで.Ii:.類 ・金j両日誌なと1ま少iii;である。住品li

J膨や整地土巾からは 7 1ft紀rt1 引の土l{~が出土し ， 迫椛を担う貰色粘質土や柱抜取痕跡および石
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数上の炭化物Ioからは 7世紀末年前後の土器が出土した。

以下，木調査で判明したニ，三の事項について記述する。まず，:(自治時配慌の整然とした規格

性が注目される。 S8001とS8002の東側柱列が一致する乙と ，S 8003とS8004の柱筋が一

致する乙と ，S 8001の斐柱の位置が S8003とS8004のrl':9とに一致するとと， S 8001・002

とS8003・004の建物問距離がS8003とS8004聞のそれに一致する ζ となど，多くの点で建

物の配置の計画世tを窺うととができる。また，S 8001・003は四半郎が未調査であるが，両者

の桁行総長は一致するものと予想され，9任fJと14聞に'ru原できる。周辺の地]診を考慮すれば，

S 8001・002の西方ILS 8003・004と同級な挫物を想定する ζ ともさほど困難でない。もしそ

うであれば，S 8001を小心とした東西対称の建物配置となる。 ζ のような~物配置や， 飛鳥板

蓋宮伝承地や宮j屯巡 JP.A;と同械に主~物間lζ石敷広場を設ける ζ と ， 瓦を伴わない乙とな どから ，

本追跡は コンパクトにまとめられた宮殿跡の色彩が泌尿である。その年代は出土地物によって

7世紀小国!と造営され，7世紀末前後lζ廃絶したものと推定8れる。検出i自治時1Clli:複はみられ

ず， 五~科えな どは行なわれないまま比較的短期間のうちにその役割を終えたらしい。廃絶の事

情は明らかでないが，敷石上の炭化物のJ1HJ'iからみれば，ffil災した可能性も考えられる。

造営尺については 1尺'=T0.2933mとすると，建物総長や柱問寸法lζ完数が得られ，最も矛盾

が少ない。i'i代の造営尺については一般的lζ言って l尺は 0.295mより大きい数値を示すが，

本追跡の造営尺は藤原宮造営尺 (l尺=0.294m)や前期競技常造':;¥"尺(1尺=0.292m)1ζ近く注

目される。

また，今回の調査では，一辺jの

柱.JIii!J引ζ組数の柱を立てるという

特呉な工法を認める ζ とができ

た。乙の砲の類例として前JtJ難波

宮跡、の内装束方にある門(第20次

調査のSB2001)がある。本iY幼iと

&f三代が近く ，興味深い問題といえ

ょう。

以上のように 7 世紀，， 1 ~1ζ造営

された宮殿跡とすると ，当然文献

にみられる「宮」との関連が問題

になるが， 現状では「飛.r.~河辺行

宮」をその候補のーっとして指摘

するにとどめ，今後の検討をまち

fこし、。

。11魁俊一 ・岩本 Jヒペ〕

負fi 9 図稲副:1川西逃跡巡椛;f!，~式図
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